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～サステナブルな社会の実現にむけて～



四日市コンビナートの現況

第２コンビナート

四日市コンビナートの面積は11.01ｋ㎡で、第１コンビナート、第２コンビナート、第３コンビナートの３つのエ
リアで構成されています。四日市コンビナートでは、一定規模以上の石油や高圧ガスを取扱う事業所が3４事
業所存在し、石油貯蔵取扱量が約683万KL、高圧ガス処理量は約595百万Ｎ㎥となっています。（2021
年時点）

四日市コンビナートの歴史

①昭和20年代の日本板硝子㈱四日市工場

②1969（昭和44）年頃の味の素㈱東海事業所

③操業当初の新大協和石油化学㈱〔現 東ソー〕

（四日市コンビナート先進化検討会構成事業所）

第３コンビナート第１コンビナート

三菱ケミカル株式会社



生活を支える四日市コンビナートの製品
四日市コンビナートでは、生活を支える製品を製造していますので、一部をご紹介させていただきます

AEROSIL®は、鉛蓄電池やリチウム
イオンポリマーバッテリーを効率的に動
作させるための添加剤として使用されて
います。

Evonik industries提供

塗料・インキ
に使われる酸
化チタン

除草剤・殺虫剤
などの農薬

超微粒子酸化
チタンなどの
機能材料製品

太陽電池のセルを
保護するフィルム原
料のポリエチレン

自動車排ガス処理触
媒で使用されているハ
イシリカゼオライト

パイプや床材など
幅広い用途に使用さ
れる塩化ビニル樹脂

地域に根差したエネルギー企業とし
て、安全・安心を第一に都市ガス・電
気をお客さまへ提供しています

より快適な暮らしの世界へ
ＫＨネオケムが作る

化学素材は、化粧品や
環境配慮型エアコンを
効率よく動かすのに欠
かせない潤滑油など皆
さんの身近にある様々
な製品の原料として使
われています。

海外から大型ﾀﾝｶｰで運んできた原油を蒸
留装置でLPｶﾞｽ、ﾅﾌｻ、ｶﾞｿﾘﾝ、灯油、軽油、
重油等に分離して、工場や自動車燃料等と
して出荷しています。

三重事業所では自動車・半導体・ディ
スプレイ等に不可欠な化学品、樹脂、機
能商品を開発、製造しています。

三菱ケミカル株式会社

厳しい品質管理のもと、半導体製品のベース
素材となる高純度多結晶シリコンを製造してい
ます。その製造工程内で作られる高純度塩化シ
ラン類は、半導体の製造プロセスに欠かせない
材料である他、光ファイバーの原料としても使
われ、エレクトロニクス産業に貢献しています。

スーパーの食品トレー
やコンビニ弁当などの食
品包装材のポリスチレン
樹脂を製造しています。

四日市工場では半導体や液晶産業を
支える高純度薬品、エンジニアリング
プラスチック材料等を製造しています。

光硬化樹脂材料や土木
建築材料、機能性ウレタ
ン製品などを製造してい
ます。

東海事業所では、調味料・健康基盤食
品・甘味料・界面活性剤・医薬品など
様々な製品を製造し、お客様に「食と健
康」をお届けしています。

お客さまにお使いい
ただくエネルギー供給
を行っています。

海外から大型ﾀﾝｶｰで運んできた原油
を蒸留装置でLPｶﾞｽ、ﾅﾌｻ、ｶﾞｿﾘﾝ、灯
油、軽油、重油等に分離して、工場や
自動車燃料等として出荷しています。

家庭品や業務用の洗剤、シャンプー、
リンスなどをはじめ、化粧香粧品、医
農薬の原料などに適応した各種界面活
性剤を製造・販売しています。

低燃費・高性能タイヤに使用される合成
ゴムや、最先端の半導体を製造する工程に
欠かせない高品質で多様な市場ニーズに対
応した、半導体材料を製造しています。



四日市コンビナートの位置

数値から見える四日市の産業
四日市市には石油・化学、半導体、自

動車、食品など多様な工業が集積しており、
製造品出荷額等は2兆7570億円
（2020年工業統計：2019年実績）で全国
の都市の中で第13位と、日本を代表する
工業都市の一つとなっている。

四日市コンビナートは、昭和30 年代に特定重要港湾四日市港を背景に、わが国でも有数
の石油化学コンビナートとして形成され、第1コンビナート(塩浜地区)、第2コンビナート(午起地
区)及び第3コンビナート(霞ヶ浦地区)の3箇所に区分されています。

四日市コンビナートを取り巻く道路環境は、国道477号や霞４号幹線が整備され、東京・名
古屋・大阪経済圏域を結ぶ高速道路網へのアクセスが向上しています。

また、新名神高速道路と東名阪自動車道のダブルネットワークが形成されており、渋滞緩和や
大規模災害時における物資等輸送の継続が期待されています。

四日市コンビナートでは、私たちの日常生活に欠かせない製品が数多く製造されており、道路
インフラとしては非常に優位性が高い立地になっています。

伊勢湾岸自動車道
新名神高速道路

東名阪自動車道

中央自動車道
東海環状自動車道

東海北陸自動車道名神高速道路

東名高速道路

名古屋第二環状自動車道

2024年度開通見込み

2026年度開通見込み

四日市市

中部国際空港（セントレア）

第１コンビナート

第２コンビナート

第３コンビナート

国道23号

国道１号

県道上海老茂福線 霞４号幹線



１ 環境への取組

３ 安全への取組
南海トラフ地震などの大規模な災害や、コン

ビナート内での事故に迅速に対応するためには、
日頃からの防災訓練が重要です。
また、設備の定期的な点検や管理を行うため

には、熟練プラント運転員の知識の伝承や現場
作業員の安全管理体制の向上を図ることが重要
です。そのためには、AIやIoTなどの新技術の
活用が必要不可欠となります。

地域の人々が安心して、豊かな生活を営むた
めには、自然環境の保全は必要不可欠です。
四日市公害の教訓からコンビナート事業所で

は環境保全のための設備投資を行っています。
また、2050年カーボンニュートラル社会の

実現に向けて、再生可能エネルギーの利用促進
やCO2排出量の削減に向けた取組が求められま
す。

四日市コンビナートの代表的な取組

４ 地域との共生
市内での企業活動を持続していくためには、

企業活動に対する理解を深めてもらうための
情報発信や地域住民とのコミュニケーション
活動はとても大切です。
コンビナート事業所の多方面の取組につい

てご紹介します。

２ 企業間連携と先進的取組
コンビナート事業所が継続的かつ安定的に事

業を継続していくためには、企業間の連携は今
まで以上に重要となります。
一方で、生産人口の減少による人材不足を補

うためには、AIやIoTなどの新技術の活用が必
要であり、全国に先駆けて四日市コンビナート
の企業が取組んでいる活動を紹介します。



１ 環境への取組

③里山の保全
KIEP’S（霞ヶ浦地区環境行動推進協議会）では、自然と

の共生の実現に向けた環境保全活動を実施しています。
環境保全活動の一環として、市内の南部丘陵公園内の除草

や枝打ちなどの里山の保全のための活動を実施しています。
定期的に里山の手入れを行うことにより、樹木の成長を促

す日光が適時差し込み、森林を豊かにして生態系の維持に貢
献しています。 平成24年からKIEP’Sが実施して

いる里山保全活動
(南部丘陵公園の常緑樹間伐)

①空気や水を汚さないための装置
〇コンビナートの各事業所では、生産過程
で排出されるCO２や有害物質などを削減し、
環境保全に十分配慮しながら効率よく生産
活動を行うための装置を備えています。ま
た、排出された有害物質等を回収して再使
用するなど、資源の有効活用を図っていま
す。

〇生産過程で生じた排水は、処理設備にお
いて、分解や分離を行い、きれいにして工
場外へ放流しています。

〇RTO（蓄熱燃焼式排ガス処理施設）は、
直接燃焼式の排ガス処理設備であり、プロ
パンガスバーナーで約800℃に昇温した燃
焼炉へ排ガスを送り込み、燃焼させること
で臭気成分を無臭化して排出する設備です。
また、設備内には、セラミクス製の蓄熱体
が設置されており、処理後、ガスの熱を再
利用することで省エネも図られています。

CO₂排出を削減している
ガスタービン（東ソー㈱）

排水を処理する装置
（コスモ石油㈱）

排水中のアンモニア低減を目
的としたアンモニアストリッピ
ング設備（石原産業㈱）

蓄熱燃焼式排ガス処理施設
（RTO）（JSR㈱）

②2050年CO２の排出実質ゼロを目指して
㈱JERAでは、2050年時点で国内外の事業から排出されるCO2の

実質ゼロの実現に向けた「JERAゼロエミッション2050」を掲げて
います。
国内外の事業において、2050年時点でのCO2ゼロエミッションを

目指し、まずは、国内事業におけるCO2ゼロエミッション2050の
道筋を示した「JERAゼロエミッション2050日本版ロードマップ」
を策定しています。
このロードマップでは、2030年までに保有するすべての非効率な

石炭火力発電所を停廃止することや、火力発電所における化石燃料と
アンモニアや水素の混焼を行うこと、その混焼率を徐々に引き上げて
いくことなどを柱としています。



２ 企業間連携と先進的取組

① 企業間連携（霞ヶ浦地区環境行動推進協議会）
KIEP’Sは、世界的な温室効果ガス排出抑制の動きの中、四日市市霞ヶ浦地区の企業が連携を

図ることにより、温室効果ガスの排出量の削減にむけた自主的かつ積極的な環境保全への取組を
推進および支援することを目的に、2009年10月に発足しました。
現在では３１の企業・団体から構成され、資本関係に関わらない多種多様な企業が連携して活

動を行っています。
このような取組みは全国的にも珍しく、各種メディア等で活動を取り上げられており、社会に

対するアピールに繋がっています。また、環境に関する活動をしている他団体からの呼びかけに
より新たな活動を開始することもあり、活動の幅を広げています。

2020年には、国土交通省大臣表彰、環境省大臣表彰を受賞しています。

②先進的取組 【ドローンの使用】
コンビナート事業所では、市消防本部が保有

するドローンを活用したテストフライトを行っ
ています。これは、全国に先駆けた取組で、市
消防本部としては、消防職員の飛行技術習得や
コンビナート特有の気象情報の把握等を目的と
しています。
一方で、企業側としては、大規模な災害時等

における安全な情報収集の手段や定期的なメン
テナンスへの活用を模索するなど、企業と行政
が連携した活動を実施しています。

（味の素㈱）

市消防本部所有のドローンの試験飛行の状況

（JSR㈱）

③先進的取組【非防爆携帯型電子機器導入】
コンビナート事業所では、ベテラン技術者の退職や

業務効率化による一人作業をサポートするため、AIや
IoTなどの新技術を活用した非防爆携帯型電子機器
（タブレットPCやウェアラブルカメラ）の導入を進
めています。

【ウェアラブルカメラ】
スマートグラスを導入することで、現場作業の映像

をリアルタイムに熟練オペレーターと共有することが
可能となり、熟練オペレーターから的確な指示が実施
できるようになります。これにより、誤操作の防止や
作業効率の改善が図られ、生産性や安全性が向上して
います。

【タブレットPC】
タブレットPCを導入することで、設備点検記録等

の入力作業の効率化が図られることにより、作業時間
が短縮されます。
また、作業標準マニュアルの電子化により、作業効

率の向上が図られるとともに、製品管理や設備管理に
も役立っています。

（一部の事業所では、自社又は民間のドローン活
用した検証も実施しています）

スマートグラスの活用状況
（三菱ケミカル㈱）

スマートグラス

タブレットPC

タブレットＰＣの使用状況
（JSR㈱）



４ 地域との共生（地域活動）
①美化活動
コンビナートの近隣地域の

道路や河川の清掃・美化活動
を通じて、地域のクリーン化
に努めています。
このような地域一体となっ

た清掃活動を通じて、地域住
民と顔の見える関係を構築し
ています。

②地域貢献活動
KHネオケム(株)四日市工場では、コンビナートに隣接する

霞ヶ浦緑地公園の木製ベンチ等の塗装や新しくベンチを設置
するなどして、公園を利用する市民の憩いの場を提供する活
動を実施しています。

霞ヶ浦緑地公園のベンチ塗装
（KHネオケム㈱）

３ 安全への取組

④安全対策【バイタルセンサー】
コンビナート事業所では、従業員の「安全」

と「健康」を守るため、腕時計型のバイタルセ
ンサーを導入しています。
バイタルセンサーにより、働く従業員の体

温・心拍・加速度(転倒)・位置情報などをリア
ルタイムでモニタリングすることができ、働く
従業員の「安全と安心」に繋がっています。

バイタルセンサー
（味の素㈱）

③防災訓練
コンビナート事業所では、事故や大規模な災

害が発生した場合に備えて、自社で定期的な消
火訓練や応急対策訓練を実施しています。
また、消防本部や他の企業と連携して総合的

な訓練を定期的に実施しています。
日々の訓練の積み重ねが、迅速な災害対応に

繋がります。
消防本部との連携訓練
（JSR㈱）

自衛消防隊との連携訓練
（コスモ石油㈱）

①人材育成
2007年から市のＡＭＩＣ（高度部材イノベー

ションセンター）への委託事業として、化学、石
油、食品、薬品、環境及びエネルギー産業を対象
として、製造プラントのプロセスや機械装置の設
計・運転と設備管理に必要な化学工学を学び、安
全や保安に関する実験実技の体験研修を通じて、
技術者の育成を行っています。

②デジタル技術の人材育成
プラント内での業務効率や現場作業員の

安全管理体制を向上させるために、AIや
IoT等の先進技術の導入は必要不可欠です。
四日市コンビナートの競争力強化を図る

ため、2019年からAIやIoT等のデジタル
技術を活用できる人材を育成するための講
座を行っています。

工場周辺の清掃活動
（三菱ガス化学㈱）

河川の清掃活動
（コスモ石油㈱）

工場周辺の清掃活動
（昭和四日市石油㈱）



①コンビナート企業見学会（大学生
対象）

2010年からコンビナート事業所、三重
大学、市が中心となって、機械・電気工学
系を専攻している学生むけに企業見学会を
開催して、先輩社員との交流を通じて、将
来の就職先の候補として興味・関心をもっ
てもらう活動を実施しています。

②工場見学会（小学生対象）
コンビナート事業所では、市内小学校の社会見学を受け入

れ、生活に必要不可欠なエネルギーや製品の生産等について
説明を行い、コンビナートへの理解を深める活動を実施して
います。
また、地元住民を対象とした見学会を通じて、環境への取

組や企業活動を理解してもらう活動を実施しています。

③体験型工場見学
味の素㈱東海事業所では、2020年8月『ほんだし®』新工場が完成し

ました。2021年春には新しい見学者ホールも完成し、より多くの生活者
の皆様に工場見学を楽しんで頂ける準備を整えました。新しい見学者コー
スでは、小中学生の社会見学や一般の方々を対象とした見学会を積極的に
受け入れ、新工場の見学に加え、「鰹節削り体験」や「うま味体験」など
を通じて、モノづくりへのこだわりや食の楽しさを実感してもらう活動を
推進しています。
見学者コースに併設する売店（AjiPanda Shop）では「地域との共

生」をテーマに三重県の伝統品（松阪もめん、伊勢もめん、尾鷲ひのき、
おぼろタオル、等）とアジパンダのオリジナルコラボレーションGOODS
の販売を行うとともに四日市が誇る伝統品である「萬古焼」「日永うち
わ」のショップ販売を行います。また「萬古焼」コーナーでは「ほんだし
®」と三重県産食材を使ったメニュー提案を通年で実施します。

４ 地域との共生（見学会）

大学生を対象とした企業説明と工場見学（KHネオケム㈱他）

社会見学の様子（昭和四日市石油㈱）

④科学セミナーや出前授業
東ソー㈱四日市事業所では、四日市夏休みこど

も科学セミナーや小学校への出前授業を開催してい
ます。
重曹とクエン酸を使った入浴剤づくりと発生する

炭酸ガスの実験を通じて、化学に興味をもってもら
う活動を実施しています。

体験型の工場見学が可能
（味の素㈱）

体験教室の様子（東ソー㈱）

⑤地域との防災訓練や家族見学会
コスモ石油㈱四日市製油所では、信頼され、社会

と共生できる製油所をめざし、地域と連携した合同
防災訓練を実施しています。
また、従業員の働く職場を家族に公開する家族見

学会を開催しています。
合同訓練や家族見学会の様子

（コスモ石油㈱）
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